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　十月の最終バスが出てしまうと、翌年六月の春までラダッ

クは訪れる人もなく、極寒の中にひっそりと暮らすので、秋

の一日、村人たちは収穫に忙しい。遠く岩山にそそり立つゴ

ンパ（寺）には極彩色の仏画や仏像が美しい。

　　　　　　　　　　　　　（カメラ・松本　栄一）
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錦
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総
懸
纏
懇
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W
F
B
執
行
委
員
会
（
第
十
九
回
）
が
二
月

十
六
日
、
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
市
の
W
F
B
本
部

会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
日
本
よ
り
執
行
委
員
代

理
と
し
て
全
日
仏
・
鎌
田
良
昭
国
際
部
長
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
全
日
仏
青
・
永
倉
嘉
文
副

理
事
長
が
出
席
し
た
。

日月る年53和昭
・
議
案
を
審
議
す
る
W
F
B
執
行
委
員
会
（
左
端

　
　
が
全
日
仏
か
ら
出
席
し
た
鎌
田
国
際
部
長
）

　
委
員
会
は
午
前
九
時
半
よ
り
、
サ
ン
や
会
長

代
行
、
ク
ー
・
レ
オ
ン
・
フ
ン
副
会
長
、
プ
ラ

サ
ー
ン
顧
問
、
プ
ラ
サ
ー
ト
事
務
総
長
、
ミ
ヤ

バ
ラ
委
員
、
テ
ー
・
テ
ン
・
チ
ュ
ウ
委
員
、
ス

タ
ン
レ
ー
委
員
が
出
席
、
マ
リ
カ
事
務
次
長
、

小
谷
事
務
次
長
、
バ
ン
ポ
ッ
ト
W
F
B
Y
事
務

総
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
陪
席
し
て
は
じ

め
ら
れ
た
。

　
ま
ず
サ
ン
や
会
長
代
行
が
「
プ
ー
ン
会
長
の

病
状
は
日
々
好
転
し
て
お
り
、
目
下
自
宅
療
養

中
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
プ
ー
ン
会
長
が
辞
任

し
た
場
合
、
タ
イ
政
府
は
W
F
B
本
部
に
対
す

る
補
助
金
を
支
出
す
る
の
は
む
ず
か
し
く
な
る

で
あ
ろ
う
。
」
と
挨
拶
。
こ
の
あ
と
次
の
事
項

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　
一
、
前
回
議
事
録
の
確
認

　
昨
年
五
月
に
東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

行
な
わ
れ
た
執
行
委
員
会
の
議
事
録
を
承
認
。

　
一
、
財
政
援
助
の
件

　
西
独
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
日
本
大
会
参
加
の
た

め
の
渡
航
費
用
援
助
方
に
つ
い
て
、
本
部
に
協

力
方
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
一
セ
ン
タ
ー
の
み
の

特
別
援
助
は
で
き
ず
、
委
員
会
と
し
て
は
、
タ

イ
航
空
に
五
割
引
の
サ
ー
ビ
ス
を
要
請
し
て
い

る
旨
、
西
独
セ
ン
タ
ー
へ
回
答
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
ユ
ネ
ス
コ
の
非
政

　
　
　
　
　
　
　
　
府
団
体
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
W
F
B
の
除
名
問

　
　
　
　
　
　
　
　
題
に
つ
い
て
は
、
本
部
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ユ
ネ
ス
コ
に
対
し
「
台

（タ

C）

�
｣
即
語

　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
で
、
締
出
す
用
意
は

　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
」
と
再
度
回
答
し
た

と
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

　
一
、
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
の
件

　
日
本
側
よ
り
大
会
参
加
申
込
状
況
を
報
告
。

特
に
W
F
B
Y
の
代
表
を
下
名
中
の
申
に
一
名

加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
主
催
の
日
本
セ
ン
タ

ー
か
ら
通
知
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
非
公
式

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
参
加
範
囲
等
と
と
も
に
了
承

さ
れ
た
。
そ
の
他
の
問
題
点
、
要
望
等
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

▼
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
は
、
W
F
B
パ
ト
ロ
ン

や
国
家
音
引
に
つ
い
て
は
必
ず
会
場
で
披
露
す

る
。▼
各
種
の
式
次
第
は
す
べ
て
日
本
側
に
一
任
す

る
。▼
会
議
運
営
に
つ
い
て
は
W
F
B
本
部
役
員
が

中
心
と
な
る
が
、
日
本
側
か
ら
三
名
ほ
ど
加
わ

っ
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
。

▼
分
科
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
の
出
席
は
了
承
さ
れ
た
が
、
大
会
と
分
科
会

と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
次
回
執
行
委
員
会
で

討
議
す
る
。

▼
W
F
B
Y
大
会
は
、
W
F
B
大
会
と
同
時
に

開
催
。
十
月
一
日
午
後
二
時
よ
り
増
上
寺
で
、

W
F
B
Y
第
三
回
大
会
開
会
式
を
行
う
。

▼
W
F
B
本
部
役
員
と
し
て
、
日
本
よ
り
推
薦

の
入
々
を
次
の
通
り
変
更
、
了
承
さ
れ
た
。

　
　
W
F
B
パ
ト
ロ
ン
ー
全
日
仏
会
長

　
　
W
F
B
副
会
長
i
　
〃
　
理
事
長

　
　
W
F
B
執
行
委
員
一
　
〃
　
国
際
部
長

▼
起
草
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
・
テ
ン
・

チ
ュ
ウ
氏
（
マ
レ
ー
シ
ヤ
）
を
委
員
長
に
推
薦

し
た
い
旨
申
し
合
わ
さ
れ
た
。

▼
海
外
来
賓
と
し
て
、
特
に
W
F
B
本
部
と
し

て
招
請
し
た
い
人
々
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
大

統
領
、
ド
ク
タ
ー
・
グ
ル
ー
ゲ
、
ウ
ニ
ユ
ン
・

タ
イ
国
際
航
空
社
長
等
の
名
が
挙
げ
ら
れ
た
。

▼
提
出
議
案
の
W
F
B
へ
の
到
着
期
限
は
一
応

六
月
末
日
と
す
る
こ
と
を
、
日
本
セ
ン
タ
ー
か

ら
通
知
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
た
。

　
一
、
加
盟
セ
ン
タ
ー
の
申
請

．
次
の
四
団
体
の
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。

　
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
仏
教
会
、
ブ
ラ
ジ
ル
仏
教

会
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
禅
協
会
、
イ
ン
ド
ネ
シ
や
仏

教
会
閉
会
式
次
第
を
検
討

　
　
式
典
（
閉
会
式
チ
ー
ム
）
委
員
会

　
式
典
委
員
会
の
閉
会
式
小
委
員
会
は
、
三
月

十
六
日
午
後
二
時
よ
り
、
京
都
・
知
恩
院
の
和

順
会
館
で
開
か
れ
、
関
西
の
梶
原
、
宮
城
、
小

沢
、
東
條
、
吉
田
の
各
委
員
が
出
席
、
事
務
局

よ
り
中
村
式
典
部
長
が
上
洛
、
閉
会
懇
々
次
第

等
に
つ
い
て
検
討
し
、
次
の
通
り
大
綱
が
決
定

し
た
。

　
一
、
閉
会
式
小
委
員
会
の
チ
ー
フ
に
宮
城
泰

年
師
を
選
出
。

　
一
、
閉
会
式
の
司
会
は
吉
田
啓
堂
師
が
担
当

す
る
。

　
一
、
閉
会
式
次
第
の
大
綱
は
、
開
会
宣
言
の

一2一

　内　r一一些肖一可一
O遭－　司二　」＿想や一㌣｛一尋事

鳶
．
云
幽

．
㍗
」
．
　
礁
」

1
2
・
3
　
　
　
　
・
　
幅
　
　
　
．
、
「
正

－
翼
．



昭和53年4月1日
全　　　　仏
第3種郵便物認可

あ
と
三
帰
今
文
（
妙
心
寺
派
山
田
無
文
管
長
）

挨
拶
（
大
会
々
長
、
議
長
団
代
表
）
、
大
会
宣

言
決
議
文
（
起
草
委
員
長
）
、
土
産
品
贈
呈
、

謝
辞
（
外
国
代
表
）
、
大
会
旗
降
納
、
閉
会
の

辞
の
順
で
す
す
め
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

あ
と
百
三
十
八
日
！

☆
麻
布
照
海
事
務
総
局
長
は
腎
臓
炎
の
た
め

入
院
し
ま
し
た
が
、
経
過
は
良
好
で
一
安
心
。

☆
勧
募
と
式
典
は
南
へ
北
へ
と
大
忙
し
。
雪

の
中
あ
り
、
温
暖
の
地
あ
り
の
奮
闘
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

…
W
F
B
地
方
大
会
…

…
は
鳴
門
で
開
催
へ
…

　
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
三
月
九
日
午
後
一
時

よ
り
、
徳
島
市
内
「
眉
山
荘
」
に
お
い
て
穂
島

野
仏
教
会
の
担
当
で
開
催
さ
れ
た
。

一
言
＝
。
＄
…
．
・
昌
口
言
言
・
。
霊
・
・
…
昌
一
一
。
＝
琴
2
3
昌
呂
昌
一
留
・
●
・
2
3
昌
・
昌
＝
冒
冒
．
念
B
…
昌
胃
・
冒
・
。
2
・
薯
●
昌
3
留
・
書
・
零
3
・
・
呂
一
冒
●
3
一
◆
◆
呂
昌
昌
＝
一
留
馴
審
乏
薯

……

v
F
B
日
本
大
会
へ
寄
金
…

　
　
【
埼
玉
県
仏
教
会
扱
】

拾
万
円
　
　
川
越
市
真
行
寺
　
　
武
田
慧
照

　
　
【
千
葉
県
仏
教
会
扱
】

百
万
円
　
　
成
田
　
真
言
宗
智
山
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
本
山
新
勝
寺

　
　
【
東
京
都
仏
教
連
合
会
扱
】

百
万
円
　
　
築
地
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
築
地
別
院

〃

　
〃
五
拾
万
円

音巣池
羽鴨上

五
拾
万
円
板
橋

日
蓮
宗
大
本
山

ト
ゲ
ヌ
キ
地
蔵

真
言
宗
豊
山
派

　
　
　
大
本
山

東
京
大
仏

【
神
奈
川
県
仏
教
会
扱
】

百
万
円

五
万
円

五
千
円

　
〃
　
〃
参
千
円

〃〃〃

〃〃〃

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

壱
千
円
　
　
鎌
倉
市
本
覚
寺
檀
徒

　
　
【
静
岡
県
仏
教
会
扱
】

壱
万
円

　
　
　
　
　
i
◇
－
i

本
椚
寺
　
　
百
万
円

高
岩
寺
　
　
　
〃

護
国
寺

中
蓮
寺

鶴
見
　
曹
洞
宗
大
本
山
　
総
持
寺

相
模
原
中
和
田
幼
稚
園
父
母
の
会

横
浜
市
　
慈
眼
寺
　
　
川
腰
亮
義

川
崎
市
　
常
照
寺
　
　
川
腰
亮
義

南
足
柄
市
金
剛
寺
　
佐
々
木
武
陵

三
浦
市
大
乗
寺
檀
徒
合
田
　
延

　
〃
五
拾
万
円

参
拾
万
円

弐
拾
万
円

　
〃
拾
万
円

　
〃〃〃

青
木
よ
し

荒
木
し
げ

下
里
は
つ

山
田
さ
き

高
橋
清
吉

静
岡
県
仏
教
会
浜
松
支
部
一
同

埼
玉
県
川
越
　
ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園

麻
布
　
　
善
福
寺
　
　
麻
布
照
海

巣
鴨
　
　
高
岩
寺
　
　
来
馬
規
雄

大
阪
　
　
国
分
寺
　
　
西
口
公
教

横
浜
　
　
孝
道
山
　
岡
野
貴
美
子

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

日
通
航
空

鎌
倉
　
　
妙
長
寺
　
　
村
野
宣
忠

横
浜
　
　
影
壁
院
　
　
摩
尼
清
之

田
端
　
　
東
覚
寺
　
　
岩
脇
宏
信

田
無
　
　
総
持
寺
　
　
小
峰
二
日

　
会
議
は
四
国
四
県
よ
り
十
三
名
の
代
表
者
が

参
集
、
三
帰
薫
製
唱
和
の
あ
と
、
自
己
紹
介
、

全
日
仏
・
竜
山
組
織
局
長
挨
拶
と
つ
づ
き
、
議

長
に
大
橋
覚
阿
師
（
徳
島
県
仏
）
を
選
出
し
て

議
事
に
入
っ
た
。

　
一
、
各
県
仏
活
動
報
告

　
前
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
以
降
わ
ず
か
な
期
間

し
か
経
過
し
て
な
い
の
で
特
別
に
報
告
な
し
つ

　
一
、
W
F
B
地
方
大
会
開
催
方
依
頼

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
鳴
門
市
仏
教
会
が
西

ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
の
正
式
代
表
団
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
を
招
い
て
、
四
国
各
県
仏
教
会
の
後
援
の

下
に
主
催
し
て
行
う
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
◎
W

F
B
事
務
局
よ
り
西
ド
イ
ツ
セ
ン
タ
ー
に
地
方

大
会
出
席
方
を
問
い
合
せ
る
。

　
（
出
席
者
）

　
松
下
教
道
、
逢
坂
恵
勝
（
香
川
県
仏
）
、
小

島
賢
之
（
高
知
県
仏
）
、
小
野
田
章
神
（
愛
媛

県
仏
）
、
大
橋
覚
阿
、
庄
野
真
澄
、
佐
々
木
実

乗
、
田
中
隆
道
、
金
田
義
幸
（
徳
島
県
仏
）
、

安
立
清
雄
、
山
内
一
雅
、
古
賀
林
観
秀
、
浜
川

信
純
（
徳
島
県
仏
・
鳴
門
市
上
教
会
）
、
竜
山

哲
成
、
花
木
義
光
、
中
村
昌
之
（
全
日
仏
）

六
月
に
仏
教
文
化
会
議

一
文
化
専
門
委
員
会
「

　
三
月
七
日
午
前
十
一
時
よ
り
全
仏
会
議
室
に

お
い
て
、
任
期
最
後
の
文
化
専
門
委
員
会
が
開

か
れ
、
議
題
に
そ
っ
て
討
議
さ
れ
、
大
要
次
の

よ
う
に
話
し
合
わ
れ
た
。

　
一
、
日
本
仏
教
文
化
会
議
に
つ
い
て
は
、
六

月
二
十
日
午
前
十
時
よ
り
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
を
会
場
に
、
W
F
B
日
本
大
会
の
事
前
研

修
会
的
性
格
で
開
催
す
る
こ
と
で
了
承
。

　
一
、
全
仏
書
の
編
集
に
つ
い
て
は
、
W
T
B

大
会
用
の
記
事
が
多
く
な
る
の
で
、
大
会
終
了

ま
で
は
大
会
中
心
で
い
く
こ
と
で
了
承
。
大
会

以
後
は
読
み
物
や
文
芸
欄
を
も
う
け
て
は
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回
専
門
委
員
会
で
検
討

す
る
。

　
一
、
そ
の
他
に
、
仏
教
映
画
の
制
作
が
盛
ん

で
あ
る
の
で
一
堂
に
集
め
て
「
仏
教
映
画
の
タ

ベ
」
を
二
仏
で
企
画
し
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見

が
出
干
れ
、
大
会
終
了
後
に
検
討
す
る
こ
と
之

し
た
。
ま
た
専
門
委
員
任
期
満
了
で
あ
る
が
《

W
F
B
大
会
を
ひ
か
え
、
ひ
き
つ
づ
き
就
任
い

た
だ
く
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

　
（
出
席
者
）
島
田
喜
久
子
、
若
林
隆
光
、
榊

原
帰
逸
、
井
上
日
宏
、
宝
田
正
道
、
河
原
農
婦

　浅草通り五鳳会加盟店　　　1
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天
台
寺
門
宗
の
園
城
寺
（
三
井
寺
）
境
内
地

を
通
過
さ
せ
よ
う
と
す
る
西
大
津
バ
イ
パ
ス
建

設
の
問
題
は
、
計
画
発
表
以
来
、
園
城
寺
側
と

建
設
省
近
畿
地
建
と
の
意
見
が
対
立
し
た
ま
ま

い
わ
ゆ
る
“
十
年
戦
争
”
が
続
い
て
い
る
。

　
西
大
津
バ
イ
パ
ス
と
は
、
国
道
一
六
一
号
線

の
混
雑
緩
和
と
、
国
道
一
号
線
逢
坂
山
付
近
の

ネ
ッ
ク
解
消
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、

園
城
寺
と
近
畿
地
建
と
の
間
で
再
三
話
し
合
わ

れ
て
い
る
が
、
問
題
は
こ
じ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
単
に
、
交
通
緩
和
、
地
域
開
発
で
か

た
ず
け
ら
れ
る
問
題
で
な
く
、
宗
教
の
尊
厳
、

環
境
保
全
が
当
然
重
視
さ
れ
る
わ
け
で
、
こ
の

間
題
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
園
城
寺
か
ら
の
経

過
と
決
意
を
掲
載
し
ま
す
の
で
一
考
い
た
だ
き

た
い
◎

7
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宗
教
の
尊
厳
を
守
る

天
台
寺
門
宗
－
園

　
西
大
津
バ
イ
パ
ス
問
題
は
し
ば
し
ば
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
多
く
の
県
民
の
話
題
に

も
上
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
の
焦
点
が
案

外
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
誤
解
の
上
に
立
っ
て

論
議
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
こ
に
論
点
を
整
理
し
、
問
題
の
経
過
と

真
相
を
ま
と
め
、
併
せ
て
わ
た
し
た
ち
の
決
意

を
申
し
述
べ
た
い
。

城
寺
（
三
井
寺
）

　
　
e
　
論
点
の
あ
ら
ま
し

　
国
道
一
⊥
七
一
号
線
の
混
雑
停
滞
を
解
消
す
る

た
め
、
西
大
津
バ
イ
パ
ス
を
建
設
す
る
こ
と
に

は
、
園
城
寺
も
基
本
的
に
は
賛
成
で
あ
る
。

　
問
題
は
そ
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　
建
設
省
は
そ
の
ル
ー
ト
と
し
て
、
園
城
寺
境

内
の
聖
域
を
貫
通
す
る
と
い
う
原
案
を
設
定
し

た
。

　
そ
の
原
案
と
い
う
の
は
、
園
城
寺
の
境
内
を

ト
ン
ネ
ル
で
ぶ
ち
抜
こ
う
と
い
う
案
で
あ
る
。

ト
ン
ネ
ル
な
ら
、
地
下
の
こ
と
だ
か
ら
か
ま
わ

な
い
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
人
も
多
い
で

あ
ろ
う
が
、
な
か
な
か
さ
に
あ
ら
ず
、
地
下
に

ト
ン
ネ
ル
を
掘
れ
ば
地
上
権
の
設
定
が
つ
き
も

の
と
な
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
園
城
寺
境
内
で
も
ト
ン
ネ
ル
通

過
部
分
の
地
表
（
境
内
）
は
、
建
設
省
に
地
上

権
が
設
定
さ
れ
、
園
城
寺
は
境
内
地
と
し
て
の

権
利
を
消
滅
制
限
さ
れ
る
の
で
、
指
一
本
ふ
れ

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。

　
建
設
省
原
案
に
よ
れ
ば
、
園
城
寺
境
内
の
北

部
で
は
ト
ン
ネ
ル
か
ら
地
表
へ
顔
を
出
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
、
ト
ン
ネ
ル
で

あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
路
線
上
の
権
利
は
す

べ
て
建
設
省
の
手
中
に
渡
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
こ
れ
で
は
、
園
城
寺
の
聖
域
が
破
壊
さ
れ
る

こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。
全

国
百
万
信
徒
信
仰
の
碧
山
で
あ
り
、
三
井
修
験

道
の
根
本
道
場
で
あ
る
霊
山
を
守
る
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
は
断
乎
と
し
て
建
設
省
原
案
を
お

・
断
り
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
建
設
省
は
原
案
と
は
別
に
、
園
城

寺
境
内
を
は
ず
し
た
変
更
路
線
案
も
設
定
出
来

る
と
し
て
、
公
式
図
面
を
作
製
し
た
。
そ
し
て

そ
れ
は
工
事
も
可
能
で
あ
り
、
道
路
と
し
て
充

分
に
使
用
し
得
る
と
言
明
し
た
。
現
在
の
近
畿

地
方
建
設
局
長
で
あ
る
佐
々
木
氏
も
、
こ
の
変

更
可
能
路
線
は
「
道
路
構
造
令
」
に
も
合
致
し

て
い
る
と
言
明
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
、
変
更
路
線
案

を
採
用
し
て
速
や
か
に
着
工
七
な
い
の
か
。

　
建
設
省
は
原
案
の
方
が
経
済
的
に
技
術
的
に

最
善
で
あ
る
か
ら
、
園
城
寺
は
宗
教
信
仰
の
面

に
は
少
々
目
を
つ
む
っ
て
、
原
案
に
協
力
し
て

ほ
し
い
と
迫
っ
て
来
た
。
一
千
年
の
歴
史
と
伝

統
に
裏
付
け
ら
れ
た
園
城
寺
の
宗
教
信
仰
が
、

そ
ん
な
に
易
々
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
わ
た
し
た
ち
宗
教
人
に
と
っ
て
は
死
の
宜

告
と
同
じ
で
あ
る
。

　
建
設
省
原
案
が
最
善
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

の
は
、
経
済
面
・
技
街
面
か
ら
の
み
見
た
場
合

　
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
宗
教
面
か
ら
見
た
場
合
は

最
悪
の
も
の
で
あ
る
。
宗
教
面
を
無
視
し
蹟
脱

す
る
建
設
省
原
案
は
、
決
し
て
最
善
た
り
得
な

い
。
技
術
面
・
経
済
面
と
共
に
宗
教
面
と
も
調

一4
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和
の
と
れ
た
変
更
路
線
案
、
こ
れ
こ
そ
最
善
の

も
の
で
は
な
い
か
と
わ
た
し
た
ち
は
考
え
る
。

　
建
設
省
原
案
が
技
術
面
・
経
済
面
に
お
い
て

「
優
」
で
あ
っ
て
も
、
宗
教
面
で
「
不
可
」
で

あ
れ
ば
合
格
と
は
な
ら
な
い
。
「
不
可
」
が
一

つ
で
も
あ
れ
ば
不
合
格
で
あ
る
。
技
術
面
・
経

済
面
が
「
優
」
か
ら
「
可
」
の
段
階
に
な
っ
て

も
、
宗
教
面
も
「
可
」
と
な
れ
ば
こ
れ
は
合
格

点
と
な
る
。
つ
ま
り
、
調
和
の
と
れ
た
考
え
方

と
な
る
の
で
あ
る
。
国
家
の
行
政
と
い
う
大
局

に
立
つ
な
ら
ば
、
当
然
こ
う
し
た
調
和
の
と
れ

た
見
地
か
ら
も
の
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
な
か

ろ
う
か
。

　
ひ
と
た
び
線
を
引
け
ば
、
か
た
く
な
に
こ
れ

を
固
守
し
、
宗
教
面
な
ど
は
躁
坐
し
て
お
か
ま

い
な
し
と
す
る
態
度
は
官
僚
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と

い
う
他
は
な
い
。
園
城
寺
だ
け
に
犠
牲
を
押
し

つ
け
て
、
権
力
的
に
押
し
と
お
そ
う
と
す
る
建

設
省
原
案
に
は
、
何
と
し
て
も
承
服
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
⇔
　
経
過
を
顧
み
て

　
西
大
津
バ
イ
パ
ス
問
題
が
提
起
さ
れ
て
か
ら

今
日
ま
で
、
す
で
に
十
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

そ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
ら
が
あ
っ
た
が

そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

　
そ
の
十
年
間
、
園
城
寺
は
一
貫
し
て
路
線
変

更
を
嘆
願
し
陳
情
を
繰
り
返
し
て
来
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
建
設
省
は
、
園
城
寺
境
内
の

両
側
か
ら
は
さ
み
打
ち
工
事
を
強
行
し
続
け
、

時
に
は
境
内
に
無
断
立
ち
入
り
測
量
を
し
て
強

行
杭
打
ち
を
し
た
事
実
も
あ
っ
た
。
口
で
は
宗

教
へ
の
配
慮
を
述
べ
な
が
ら
、
実
際
は
こ
れ
を

無
視
し
た
所
行
を
続
け
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
事
実
は
、
建
設
省
が
権
力
的
な
態
度
を

も
っ
て
宗
教
信
仰
を
現
実
に
蹟
重
し
た
と
い
う

何
よ
り
も
明
白
な
証
拠
た
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
園
城
寺
は
大
津
市
議
会
に
対
し
「
西

大
津
バ
イ
パ
ス
路
線
案
変
更
請
願
書
」
を
提
出

し
た
。
市
議
会
は
全
会
一
致
で
こ
れ
を
採
択
し

て
、
路
線
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
決
議
し
、
同

志
会
議
員
か
ら
は
、
初
志
貫
徹
さ
れ
る
よ
う
に

と
の
激
励
文
ま
で
も
ら
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
地
元
大
津
市
当
局
は
、
何
故
か

市
議
会
決
議
の
方
向
に
動
か
な
い
で
、
建
設
省

原
案
推
進
の
線
を
と
り
、
逆
に
園
城
寺
側
を
攻

撃
す
る
と
い
う
傾
向
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
何

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
理
解
に
苦
し
む
の

で
あ
る
。

　
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
昨
年
八
．
月
十
五
日
付

『
大
津
市
広
報
』
に
は
、
「
西
大
津
バ
イ
パ
ス

を
別
路
線
に
変
更
す
る
と
市
民
の
み
な
さ
ん
に

大
き
な
迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
る
。
建
設
省

原
案
に
従
っ
て
園
城
寺
説
得
に
い
っ
そ
う
の
努

力
を
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
市
民
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
記
事

を
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
に
宣
伝
し
て
園

城
寺
に
無
理
解
者
の
烙
印
を
押
し
、
園
城
寺
を

悪
者
扱
い
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
疑
い
を

抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
早
速
こ
れ
に
抗
議
し
た
結

果
、
西
大
津
バ
イ
パ
ス
対
策
協
議
会
長
か
ら
、

園
城
寺
も
一
文
を
提
出
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ

た
の
で
、
問
題
の
真
相
と
わ
た
し
た
ち
の
主
張

を
述
べ
て
提
出
し
た
。

　
一
方
、
わ
た
し
た
ち
は
た
び
た
び
上
京
し
て

本
省
に
も
陳
情
を
続
け
て
来
た
。
ま
た
、
参
議

院
の
江
藤
智
議
員
ヘ
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
の
権

威
者
に
も
陳
情
し
た
。
同
議
員
は
「
変
更
路
線

案
は
工
事
も
可
能
で
、
決
し
て
無
理
な
も
の
で

は
な
い
。
建
設
省
が
難
点
と
し
て
い
る
よ
う
な

S
字
カ
ー
ブ
に
は
な
ら
な
い
。
園
城
寺
は
国
鉄

湖
西
線
建
設
で
多
大
な
被
害
を
蒙
り
な
が
ら
も

国
に
協
力
し
た
が
、
湖
西
線
が
通
じ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
ま
だ
そ
の
上
に
バ
イ
パ
ス
を
も
強
要

す
る
の
は
許
せ
な
い
。
」
と
言
明
さ
れ
、
大
い

に
意
を
強
く
し
た
。

　
近
畿
地
方
建
設
局
の
局
長
は
、
過
去
十
年
間

に
た
び
た
び
更
迭
さ
れ
た
が
、
局
長
に
よ
っ
て

言
わ
れ
る
こ
と
が
変
わ
っ
て
一
貫
性
の
な
い
こ

と
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
川
上
局
長
が
良
心
的

に
調
査
検
討
し
、
変
更
可
能
路
線
を
図
示
し
．
て

使
用
も
可
能
と
言
明
さ
れ
た
路
線
に
対
し
て
鴇

愚
息
局
長
は
、
あ
の
変
更
路
線
は
建
設
省
原
案

の
優
位
性
を
示
す
た
め
に
書
い
て
み
た
も
の
に

過
ぎ
ず
、
し
か
も
、
あ
れ
は
S
字
カ
ー
ブ
に
な

る
か
ら
駄
目
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
。
建
設
省
が

た
だ
、
原
案
の
優
位
性
を
示
す
た
め
に
、
S
字

カ
ー
ブ
の
駄
目
な
路
線
を
、
良
心
的
に
調
査
し

て
公
式
文
書
と
し
て
図
示
し
、
園
城
寺
に
提
出

す
る
な
ど
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
得
る
だ

ろ
う
か
。
全
く
そ
の
場
逃
れ
の
胡
摩
化
し
の
言

葉
と
い
う
他
は
な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
愚
弄
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
西
大
津
バ
イ
パ
ス
問
題
は
、
単
に
園
城
寺
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
宗
教
界
全
体

ゆ
問
題
で
あ
り
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
天
台

座
主
を
始
め
五
ケ
室
門
跡
、
中
尊
寺
、
浅
草

寺
内
寛
永
寺
、
日
光
輪
王
寺
等
十
四
大
寺
の
貫

主
、
天
台
宗
務
総
長
並
び
に
大
津
市
仏
教
会

（
三
百
五
十
ケ
寺
院
の
住
職
は
「
園
城
寺
等
が

国
鉄
湖
西
線
長
等
山
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
信
仰

を
傷
つ
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
国
鉄
の
公
共
性
、

特
異
性
の
た
め
に
、
忍
び
が
た
き
を
忍
ん
で
奉

仕
さ
れ
甚
大
な
被
害
を
蒙
ら
れ
た
そ
の
上
に
、

ま
た
、
建
設
省
の
西
大
津
バ
イ
パ
ス
が
園
城
寺

の
聖
域
を
貫
通
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
興
信
同

明
と
し
て
座
視
す
る
に
堪
え
な
い
。
是
非
路
線

変
更
を
さ
れ
た
い
。
」
と
の
決
議
を
さ
れ
建
設

省
並
び
に
地
元
大
津
市
当
局
へ
陳
情
書
を
提
出

さ
れ
た
。

　
　
⇔
　
わ
た
し
た
ち
の
決
意

　
わ
た
し
た
ち
は
、
何
と
し
て
も
建
設
省
原
案

に
承
服
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
繰
り
返
し
い

う
な
ら
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
、
決
し
て
バ
イ
パ

ス
そ
の
も
の
に
は
反
対
し
て
い
な
い
。
不
可
能

な
こ
と
を
要
求
し
て
無
理
を
言
っ
て
い
る
の
で

も
な
い
。
変
更
の
可
能
な
路
線
が
あ
る
。
だ
か

ら
そ
ち
ら
の
方
へ
行
っ
て
欲
し
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
技
術
面
・
経
済
面
と
宗
教
信
仰
面
と
の
調

和
を
計
っ
て
欲
し
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
ん
な
簡
単
な
願
い
を
何
故
聞
き
届

け
て
も
ら
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
わ
た
し
た
ち
の
こ
う
し
た
悲
願
に
耳
を
か
さ

ず
、
建
設
省
が
宗
教
信
仰
を
蹟
躍
す
る
な
ら

ば
、
昭
和
の
法
難
と
し
て
、
園
城
史
上
、
否
、

わ
が
国
の
宗
教
史
の
上
に
、
国
家
と
し
て
ぬ
ぐ

う
こ
と
の
出
来
な
い
汚
点
を
残
す
こ
と
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
を
恐
れ
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
多
く
の
先
覚
者
た
ち
が
護

り
受
け
伝
え
て
来
た
園
城
寺
の
聖
域
を
死
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
後
世
に
対
す
る

わ
た
し
た
ち
宗
教
人
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
、

深
く
肝
に
銘
じ
て
い
る
。
何
と
し
て
も
建
設
省

原
案
に
承
服
出
来
な
い
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
る

こ
と
を
心
か
ら
訴
え
た
い
の
で
あ
る
。

｝5
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ビ
ル
マ
戦
跡
巡
拝
し
て

宮
城
県
。
妙
照
寺
住
職

鈴
木
錬
成

　
一
月
十
六
日
、
タ
イ
の
ド
ム
ア
ン
空
港
を
発

っ
て
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
に
向
う
。
イ
ラ
ワ

ジ
デ
ル
タ
の
黄
色
い
大
地
の
上
空
に
さ
し
か
か

る
と
、
私
に
と
っ
て
は
三
十
数
年
前
の
進
攻
作

戦
当
時
の
思
い
出
が
甦
が
え
っ
て
来
る
。
こ
の

土
、
あ
の
河
、
そ
し
て
こ
の
空
、
あ
の
時
の
若

い
青
春
の
肉
を
散
ら
し
、
骨
を
埋
め
て
死
闘
を

続
け
た
“
苦
悶
の
跡
“
が
眼
前
に
去
来
し
、
私

は
強
く
心
に
響
く
も
の
を
感
じ
て
そ
の
ま
ま
合

掌
し
た
。

　
や
が
て
翼
の
下
に
み
ど
り
の
森
が
点
々
と
現

わ
れ
、
そ
の
彼
方
で
ビ
ル
マ
の
象
徴
金
色
の
シ

ウ
ェ
ダ
ゴ
ン
パ
ゴ
ダ
が
光
る
。
私
は
「
ビ
ル
マ

へ
来
た
」
と
感
じ
つ
つ
入
国
手
続
き
を
す
ま
せ

る
◎
昼
食
後
シ
ウ
ェ
ダ
ゴ
ン
パ
ゴ
ダ
に
参
拝
、

ビ
ル
マ
に
来
た
以
上
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
こ
め

一
一ウムンドウパヤ（別名オ・7パ

イパゴダ）を背に筆者の鈴木師

パ
ゴ
ダ
詣
り
は
絶
対
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
こ
の
国
の
し
き
た
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
や
が
て
ロ
ー
ヤ
ル
湖
の
ほ
と
り
に
出
て
、
タ

陽
が
燃
え
る
椰
子
林
の
彼
方
に
む
か
っ
て
戦
跡

弔
慰
の
第
一
回
の
祈
り
を
捧
げ
た
。
む
遺
族
か

ら
の
手
紙
や
千
羽
鶴
な
ど
を
湖
面
に
う
か
べ
、

写
経
を
繰
り
展
げ
て
流
す
。
白
い
奉
書
の
巻
紙

が
湖
面
を
静
か
に
沈
む
の
を
見
つ
つ
合
掌
し
て

こ
の
地
に
果
て
た
英
霊
、
方
面
軍
司
令
部
森
部

隊
鴬
語
兵
団
の
将
兵
に
弔
慰
を
捧
げ
る
。
湖
の

ほ
と
り
は
近
く
の
人
々
が
多
数
集
ま
り
暗
が
り

の
中
で
一
緒
に
手
を
合
せ
て
く
れ
た
。

　
一
月
十
七
日
、
ビ
ル
マ
航
空
の
プ
ロ
ペ
ラ
機

に
雪
辱
、
イ
ラ
ワ
ジ
河
ぞ
い
に
北
へ
向
う
。

私
は
作
戦
当
時
方
兵
団
に
所
属
し
て
こ
の
河
ぞ

い
に
歩
い
た
。
そ
れ
が
眼
下
に
展
開
し
、
ア
ラ

ン
ミ
ョ
ウ
、
マ
グ
エ
、
エ
ナ
ン
ジ
ョ
ン
油
田
地

帯
と
次
々
に
去
来
す
る
。
ニ
ヤ
ン
ウ
ー
空
港

着
、
早
速
ジ
ー
プ
に
乗
り
パ
ガ
ン
王
期
の
遺
跡

パ
ゴ
ダ
参
拝
に
行
く
。
ビ
ル
マ
の
仏
教
文
化
発

祥
の
地
と
し
て
一
〇
四
四
年
か
ら
一
〇
七
七
年

に
至
り
、
ア
ナ
ウ
ラ
タ
王
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

パ
ゴ
ダ
の
数
は
、
実
に
四
千
四
百
に
も
の
ぼ
る

と
い
う
か
ら
懇
ろ
く
ば
か
り
だ
。
し
か
し
今
は

荒
涼
た
る
平
原
の
涯
ま
で
続
く
そ
の
パ
ゴ
ダ

は
、
た
だ
崩
れ
放
題
の
ま
ま
で
、
こ
こ
も
当
時

彼
我
の
兵
力
が
死
闘
を
繰
り
返
し
た
戦
火
の
跡

で
も
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
イ
ラ
ワ
ジ
会
戦
跡
の
渡
河
点
に
行

く
。
こ
の
地
は
連
合
軍
M
4
戦
車
四
百
両
が
襲

来
し
て
き
た
烈
し
い
戦
い
跡
で
あ
る
。
私
は
イ

ラ
ワ
ジ
河
の
流
れ
に
塔
婆
を
流
し
、
こ
の
地
に

果
て
た
同
胞
に
読
経
し
た
。
ま
た
全
日
本
仏
教

会
々
長
よ
り
の
慰
霊
文
を
読
む
と
き
は
、
こ
み

あ
げ
る
涙
で
文
字
が
か
す
み
、
声
が
か
す
れ
、

祭
壇
も
何
も
な
い
河
の
中
に
立
ち
続
け
た
。
対

岸
の
パ
コ
ッ
ク
の
灯
が
ゆ
ら
め
き
、
遠
く
ア
ラ

カ
ン
脈
の
黒
い
山
壁
が
か
す
ん
で
き
た
が
私
は

こ
の
場
を
去
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　
一
月
十
八
日
、
ニ
ヤ
ン
ウ
ー
空
港
を
発
っ
て

マ
ン
ダ
レ
ー
へ
。
マ
ン
ダ
レ
ー
か
ら
北
へ
一
般

旅
行
者
の
許
可
は
お
り
な
い
が
、
特
別
の
計
ら

い
で
行
か
せ
て
も
ら
え
た
。
サ
ガ
イ
ン
の
町
を

出
て
カ
ウ
ム
ン
ド
ウ
パ
ヤ
パ
ゴ
ダ
（
別
名
オ
ッ

パ
イ
パ
ゴ
ダ
）
へ
。
こ
こ
も
戦
時
の
悲
し
い
思

い
出
の
場
所
な
の
で
あ
る
。
ミ
イ
ト
キ
イ
ナ
作

戦
に
、
ま
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
敗
走
し
て
き

た
兵
団
は
、
荒
野
の
申
に
純
白
の
パ
ゴ
ダ
を
仰

ぎ
、
や
っ
と
た
ど
り
つ
い
た
安
堵
感
に
ひ
た
る

ま
も
な
く
、
爆
撃
に
あ
い
散
っ
た
。
私
は
サ
ボ

テ
ン
の
木
に
写
経
を
展
げ
、
供
物
を
な
ら
べ
て

冥
福
を
祈
っ
た
。

　
ダ
方
サ
ガ
イ
ン
の
渡
河
点
に
至
る
。
こ
の
地

も
随
兵
団
長
山
内
中
将
以
下
二
万
柱
の
将
兵
の

血
が
河
を
染
め
た
激
戦
の
地
で
あ
る
。
こ
こ
で

も
写
経
を
流
し
、
散
華
し
て
英
霊
に
回
向
を
捧

げ
た
。

　
一
月
十
九
日
、
マ
ン
ダ
レ
ー
を
発
っ
て
ヘ
イ

ホ
ー
空
港
へ
向
う
。
こ
こ
は
か
っ
て
第
五
飛
行

師
団
の
基
地
で
あ
り
、
ビ
ル
マ
作
戦
の
天
王
山

と
い
わ
れ
た
メ
イ
ク
テ
ィ
ラ
会
議
の
戦
闘
司
令

所
で
も
あ
っ
た
。
兵
団
の
精
鋭
五
千
柱
が
露
と

消
え
、
ビ
ル
マ
作
戦
の
事
実
上
の
ピ
リ
オ
ド
が

う
た
れ
た
。
こ
こ
で
も
路
傍
の
木
の
根
元
に
日

本
か
ら
の
米
・
酒
・
タ
バ
コ
な
ど
を
捧
げ
供
養

し
、
集
ま
っ
て
き
た
シ
ャ
ン
族
の
子
供
た
ち
に

分
け
与
え
た
。
彼
ら
は
大
騒
ぎ
で
、
あ
る
も
の

は
タ
バ
コ
を
プ
カ
プ
カ
、
「
こ
れ
で
い
い
」
と

私
は
思
っ
た
。
こ
の
あ
と
イ
ン
レ
湖
を
渡
る
丸

木
舟
の
申
で
発
熱
し
、
そ
の
ま
ま
動
け
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
月
二
十
日
、
早
朝
熱
っ
ぽ
い
身
体
で
タ
ウ

ン
ギ
ー
の
宿
舎
裏
に
あ
る
日
本
兵
墓
地
へ
。
開

戦
時
タ
ウ
ン
ギ
ー
は
楯
兵
団
と
重
慶
軍
が
激
戦

を
展
開
し
た
所
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘
に
散
っ
た

同
胞
の
墓
標
が
草
の
申
に
ポ
ツ
ネ
ン
と
立
っ
て

い
る
。
遥
か
に
故
郷
か
ら
幾
千
里
、
異
境
の
地

の
果
て
に
忘
れ
ら
れ
た
こ
の
人
達
は
、
詣
で
る

人
も
な
く
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。

　
シ
ャ
ン
の
山
々
に
は
、
今
美
b
く
桜
の
花
が

咲
き
ほ
こ
っ
て
い
る
。
世
界
の
片
隅
で
誰
に
も

見
ら
れ
な
い
ま
ま
力
一
杯
咲
い
て
霊
を
な
ぐ
さ

め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
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救
援
金
を
受
け
る
ス
ダ
ナ
ン
ダ
比
丘

バ
ン
グ
ラ
孤
児
救
援
金
九
百
万
円

”88

u
三
難
誓
重
り
冒
轟
闘
冨
凸
葬
「
・
轟
U
7
量
り
▲
響
ム
一
“
7
轟
翠
蓋
讐
5
”
訴
1
轟
纏
7
轟
碁
ム
￥
置
酒
7
轟
U
墨
n
V
ゐ
謎
轟
ー
ム
”
”
”
署
8
轟
讐
菖
臨
写

最
後
の
百
五
十
万
贈
る

タ
イ
で

事
務
局
長
へ
手
渡
す

全
日
本
仏
教
会
で
は
昭
和
四
十
九
年
十
一
月

よ
り
“
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
孤
児
に
愛
の
手

を
！
”
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
お
び
た
だ
し

い
難
民
の
中
で
飢
え
と
病
に
苦
し
ん
で
い
る
孤

児
救
済
募
金
運
動
を
展
開
し
、
浄
財
九
百
万
円

が
集
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
、
大
き
な
墓
石
を
取
り
は
ず
さ
な
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
容
易
に
納
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
ム
ダ
な
収
骨
面
積
と
空
間
を
無
く
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
と
が
で
き
る
。
將
設
墓
地
の
収
骨
面
積
が
最

　
こ
の
暖
か
い
救
援
募
金
は
、
第
一
次
・
第
二

次
と
現
地
に
全
仏
職
員
が
わ
た
り
、
ビ
シ
ュ
ダ

ナ
ン
ダ
長
老
に
伝
達
し
た
。
こ
の
た
び
最
終
の

百
五
十
万
円
を
、
去
る
二
月
十
六
日
、
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク
で
行
な
わ
れ
た
W
F
B
執
行
委
員
会

の
際
に
、
バ
ン
コ
ク
へ
招
い
た
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

瓢
摺
蛎
階
．
翫
。
．
転
．
斯
…
…
．
血
。
睡
購
撚
斯
躊
哩
販
．
蛎
．
蛎
難
翫
搬
．
斯
臨
強
剛
．
踊
．
輯
騰
購
。
田
田
一
…
1
．
暫
，
1
朧
濯
駈
浜
睡
．
一
隣
』
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角
型
遺
骨
ガ
メ

　
一
墓
地
の
遺
骨
収
納
部
分
が
満
杯
（
も
し

く
は
そ
れ
に
近
い
）
で
整
理
の
必
要
を
感
じ

て
い
る
。

　
一
墓
石
の
収
骨
口
が
せ
ま
く
、
現
在
の
大

き
な
カ
メ
（
丸
型
）
で
の
納
骨
に
し
ば
し
ば

困
っ
て
い
る
。

　
各
寺
院
の
住
職
か
ら
、
こ
ん
な
声
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
『
角
型
ガ
メ
』
　
（
写

真
）
が
お
役
に
立
て
ば
と
紹
介
し
ま
す
。

　
①
せ
ま
い
納
入
口
か
ら
容
易
に
収
骨
が
で

き
る
。
収
骨
口
が
最
低
十
七
セ
ン
チ
四
方
あ

低
三
十
三
セ
ン
チ
四
方
あ
れ
ば
一
面
（
段
）

に
四
ケ
な
ら
び
、
深
さ
の
程
度
に
よ
り
、
十

ニ
ケ
～
二
十
四
ケ
収
納
で
き
る
◎

　
③
書
き
文
字
が
容
易
で
あ
る
。
法
名
（
戒

響
顧
灘
脚
灘
鑛
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
従
来
の
角
型
ガ
メ
を
、
寸
法
、
体
裁
、
堅

牢
の
三
点
か
ら
考
察
し
改
良
し
た
も
の
で
、

特
に
遺
骨
の
整
理
に
は
き
わ
め
て
便
利
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
＠
二
千
五
百
円
（
一
ケ
）
申
込
み
は
八
ケ

単
位
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
四
角
い
収
納
場
所
に
四
角
い
骨
ガ
メ
が

理
に
か
な
っ
て
ま
す
。
火
葬
場
に
四
角
い
カ

メ
が
出
現
す
る
と
い
い
で
す
ね
。
申
込
み
・

問
い
合
せ
ば
左
記
へ
。

【
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
の
七
の
十
一
・

光
円
寺
・
菊
池
ま
で
・
電
話
（
八
四
一
）
七

八
一
〇
】
あ
る
い
は
全
日
仏
文
化
部
へ
。

翫1螺i颯1爆灘潮劇一一韮

．
臣
駈
…
…
聾
淵
購
茎
葉
…
唖
…
垂
雪
i
…
一
－
癒
“
鮨
龍
…
1
1
…
朧
彊
朧
㍊
痴
蜥
四
一
…
疇
凱
一
縮
鍋
－
一
1
－
1
一
際
蛎
斐
匙
監

シ
ュ
の
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
仏
教
孤
児
院
の
ス
ダ

ナ
ン
ダ
比
丘
へ
、
鎌
田
国
際
部
長
よ
り
伝
達
贈

呈
し
た
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
仏
教
孤
児
院
の
運
営

も
軌
道
に
の
り
、
全
仏
で
は
三
年
余
に
わ
た
る

救
援
を
一
応
こ
こ
で
打
ち
切
る
が
、
な
お
一
層

運
営
面
に
つ
い
て
協
力
を
し
て
い
く
。
む
賛
同

い
た
だ
い
た
各
位
に
対
し
衷
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
ス
ダ
ナ
ン
ダ
比
丘
よ
り
の

礼
状
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
前
略
。
一
週
間
前
に
バ
ン
コ
ク
へ
飛
来
し
た

鎌
田
師
か
ら
正
に
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
孤
児

委
員
会
を
代
表
し
て
、
私
は
全
日
本
仏
教
会
の

皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
多
額
の
浄
財
を
頂
き

感
謝
感
激
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
今
後

機
会
を
見
て
私
共
の
孤
児
院
へ
お
い
で
頂
き
、

そ
の
生
活
ぶ
り
を
6
覧
下
さ
る
よ
う
御
願
い
致

し
ま
す
。
W
F
B
大
会
の
御
成
功
を
心
か
ら
念

じ
つ
つ
摺
襲
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

　
一
九
七
八
年
二
月
二
十
六
日

　
ダ
ル
マ
ラ
ー
ヂ
カ
孤
児
院
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ダ
ナ
ン
ダ
比
丘

包
括
宗
教
法
人
等
管
理

者
研
究
協
議
会
ひ
ら
く

　
文
化
庁
の
主
催
（
共
催
・
日
本
宗
教
連
盟
、

全
日
本
仏
教
会
、
他
四
団
体
）
す
る
「
包
括
宗

教
法
人
等
管
理
者
研
究
協
議
会
」
が
三
月
六
日

午
前
十
時
よ
り
、
東
京
・
国
立
教
育
会
館
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
包
括
宗
教
法
人
な
ら
び
に

主
要
単
立
宗
教
法
人
の
管
理
者
、
学
識
経
験
者

輌7

幽
曜

、
手
　
ボ
笥

麟∬　　飛，．、－
眺写　二．も＿　二一－
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宗
務
行
政
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
有
し
て
い
る
宗
教
法
人
の
運
営
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
、
自
主
的
な
研
究
協
議
を
行

な
い
、
そ
の
成
果
を
今
後
の
宗
教
法
人
の
運
営

宗
務
行
政
の
参
考
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
全
日
仏
関
係
か
ら
も
各
宗
派
の
管
理

行
政
担
当
者
二
十
数
名
が
参
加
し
、
熱
心
に
協

議
し
た
。

　
当
日
は
、
文
化
庁
・
犬
丸
直
長
官
の
挨
拶
に

つ
づ
い
て
、
次
の
研
究
事
項
に
つ
い
て
協
議
し

た
。◎
協
議
－
　
宗
教
法
人
の
行
う
事
業
に
つ
い
て

　
①
「
宗
教
法
人
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
理
念
」

　
②
「
宗
教
法
人
の
事
業
」

◎
協
議
H
　
宗
教
法
人
の
組
織
に
つ
い
て

　
①
「
宗
教
法
人
に
お
け
る
信
者
の
地
位
、
そ

の
範
囲
、
権
利
義
務
、
参
加
等
の
問
題
」

　
②
「
宗
教
法
人
の
組
織
に
つ
い
て
」

◎
協
議
皿
被
包
括
関
係
に
つ
い
て

　
①
「
被
包
括
関
係
」

　
②
「
被
包
括
関
係
に
つ
い
て
」

　
こ
の
中
で
協
議
皿
の
司
会
を
全
日
仏
と
し
て

井
上
瑞
雄
師
（
日
蓮
宗
）
が
っ
と
め
、
協
議
皿

の
②
で
は
論
題
者
と
し
て
伊
東
脩
己
師
（
真
宗

大
谷
派
）
が
発
題
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
急
病

の
た
め
、
井
上
師
が
ひ
き
つ
づ
き
「
被
宗
教
法

人
の
離
脱
」
等
に
つ
い
て
発
題
し
た
。

　
最
後
に
全
体
の
ま
と
め
を
東
大
・
柳
川
啓
一

教
授
が
行
な
い
閉
会
し
た
。

…
事
務
総
局
録
事
（
三
月
）

六
日
　
包
括
法
人
管
理
者
協
議
会
参
加

七
日
　
文
化
専
門
委
員
会

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
発
行

”

　
　
八
日
日
宗
連
理
事
会

　
　
九
日
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
十
七
日
局
内
会
議

三
十
一
日
　
局
内
会
議

…
W
F
B
事
務
局
録
事
（
三
月
）

　
六
日

　
九
日

十
三
日

十
五
日

十
六
日

十
七
日

二
十
七
日

二
十
九
日

仏
教
英
語
研
究
会

　
　
〃

　
　
〃

委
員
長
会
議

岩
手
県
仏
へ

福
井
県
仏
へ

仏
教
英
語
研
究
会

式
典
小
委
員
会

局
内
会
議

W
F
B
Y
実
行
委
員
会

式
典
小
委
員
会

群
馬
県
仏
へ

仏
英
研
春
季
合
宿
（
高
尾
山
）

　
　
　
　
　
　
～
三
十
日
ま
で

北
海
道
仏
へ

京
都
府
知
事
選

林
　
田

　
　
　
　
全
日
仏
推
薦
候
補

一
①
推
薦
団
体
　
②
略
歴
1

ゆ
き
お
　
6
2
歳
　
無
所
属

発
行
人
鱒
渕

一
　
　
　
　
　
　
　
い

①
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
②
東
京
大
学
法
学

部
卒
、
農
林
大
臣
官

房
長
、
参
議
院
議
員

通
産
省
政
務
次
官
、

参
院
自
民
副
幹
事
長

テ
ー
マ

21
｢
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
1
2
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）

日
本
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

昭
和
5
3
年
1
0
月
1
日
↓
6
日
　
東
京
・
京
都

ら

浩
　
発
行
所
財
団
法
人
　
全
日

本
仏
教
会

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
～
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